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��できる��

・Excelシート�に�	したデータを��ながら、リアルタイムに ��DC�� を�	� 

し、!"に#$も&います。

GP IB- ・+,./と!1をとりながらステップ78を9めることが=>です。

マルチメータDの+,#$Hの#$JをKLして、+,の ./と!1をNりながら、ON OFF/

ステップ78を9めることができます。 QRSTなどのV7WにXYなZLが=>です。

Excelシート�のデータ を��ながら ��を[$した(Max65,000) DC CC�� � CV/

� \]となる ��は、 _から _のabでVdにfモードでijコントロールします。 DC 1 5

oできます。 pq$Jでのrs"tはVdにq$できます。

また!"に、�u・�vのpリードバックJの��や、マルチメータなどの+,#$H

による#$も =>です。 その��Jを}$し、�	を~�できます。��5_まで さらに、 !�

の����で � と � を��して� することはできません。CV CC
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�プログラムはExcel�のアドインとし
て� します。Excel�から�アドイン
を'�すると、Excelシート�に、このウ
インドウが0われます。
「 」ボタンでExcelシート�のデーSTART
タに8づき:;<=を>?します。

DC@Bを<=する@CD

、@FDなどをIJにキー
ボードからExcelシートにL
Mしておきます。

OPのリードバック�Xを��し、<=と��して、@C・@F、
または、	
マルチメータの_`DがExcelシートにabまれま
す。 これらのデータは、キーボードからLMしたデータと�じよ
うに、Excelの�Xをh�して、 i・jk・mnoをpqにrう
ことができます。
s)�ソフトにp� i�Xはありません。

スタート�に、Excelシートに��データを��します。

|ずこの~PにカーソルをPいて、「 」をクリックします。START

「�M����」�の「 から」にチェックを�けた��、この�に����(�)をLMします。Excel

�ステップごとに�なった��をLMできます。 ����があった��、��に��だった��Dが

��されます。

アドインを!"する�に、Excelシートに$%・$'などの��/を��16にあわせて��しておきます。 Excelシート>
のどの?@に��してもかまいませんが、��とJKにLM/をNりQむTUは、��した��/のYZにLM/が��される
ため、��/の��?@は、Excelシートの^_に��することをおaめします。(bdfg)

�iに @Bを３¡<=する��の シートへの<=データのLM£を¤します。DC Excel

1¡¦の�§の<=データをこの�にLMします。 ��、��がある��は、��に��だったDが

��されます。 ただし、 OPを1¡で��する��は、��のセルで<=を©ªします。DC@B

s)ExcelにLMされたDが OPに«
されると、 OPが¬つ��®に¯められます。DC DC@B @B
³いまして、 Excel�のDが、そのままµ¶OPの·`Dにならない��があります。

2¡¦ の�§の<=データをこの�にLMします。 ��、��がある��は、��に��¹び３¡¦

だったDが��されます。 � OPの<=データのセルがすべて��になると<=を©ªしまDC@B

す。

1¡¦と2¡¦ の<=Dの�が ��になると、<=を©ªします。と３¡¦ ¼て
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・��な����により、�	を��できます。

�えば、�j��の$�v��を&なう��、ノード�に���uJをq$しておけば、その

�uに��したノードはV7�に�	を��し、�のノードは��を ¡します。

PIA PAS4830, は、 のÄÅです。シリーズ ÇÈ@ÉÊË

W32- 4830 -RPIA 5

W32- 48305-NPIA NI«

R¬ GP IB- ボード ®¯ 78°±

150,000o

Windows 7/8.1/10
(32bit or 64bit)
Excel2010/2013
2016/2019
(32bit Only)

ラトックシステム



�M<=のÌÍをLMするためにノードÏ�をÐÑします。

にÒいÓからÔにノードÏ�を「 」「6」「 」「8」「9」と·`します。��のノード「9」の「PIA TERMINA4830 5 7

TION ON DC」は|ず に·`してください。 Ø Ùは @Bに�ÚするaÛÜÝÞをßàください。

５¡の¼てのノードをâ;する|ãはありません。â;されていないノードの「��する」にはチ

ェック�けないようにします。

�M<=に��するノードにチェックを�けます。

�Mモードを「@C」「@F」からÐÑします。

Excelシート�のデータのå~をæ`します。

OVPDをLMします。 ��の��は、 を 。0é·`されている ��しますOVP

OCPDをLMします。 ��の��は、0é Dを��します。·`されているOCP

「_`êë��」は、 @Bに<=Dを·`�、_`を>?するまでのêë��をLMします。DC

もし、「�M����」よりíいêë��がLMされた��は、_`はî<ïに�M��のðñでrわれます。

また、「@C」「@F」のどれかの_`にチェックがある��、î<ïに0. �ó�のêë��に·`されます。5

「_`êë��」の�が��の��は、�M����のðñで_`がrわれます。

ôõなリードバック@Cや@Fをa÷するためには、1�ó�の_`êë��を·`することをおøめします。

もっとùúにかつôõに@CDや@FDを_`するためには	
_`§を��してください。

�M����を シートからa÷し、û �M����がüýされるような��、_`êë��の�を��Excel

にしておくと、þに�M��のðñで_`がrなわれます。

s)「_`����」「_`êë��」は、あくまでも¦ÿの��で、ôõさを��するものではありません

<=�、 @BのリードバックDを シートにa÷する��はチェックを�けます。DC Excel

<=©ª�、@B�Mを にする��にチェックを�けます。チェックを�けない��は、<=©ªOFF

�、��の�MDが�Mされたままになります。

�M<=�、����するÌÍをノードûに·`します。ØÙは�ページをßàください。

�Mモードが「@C」の��は、��@FDをLMします。�M<=�、この@FDを�えると@Bは

モードに�rします。CC

�Mモードが「@F」の��は、��@CDをLMします。�M<=�、この@Cを�えると@BはCV

モードに�rします。

��の��は、0éの·`Dが�¬されます。

「 」ボタンで、0éのExcel�カーソル~Pを��にして、�に�かってÔ�データの<=を>?します。START
<=Dの¼セルが��になると©ªします。 ��し � が1 ó�の��は、��を�り�します。
「 」ボタンを�すと、����します。��「 」ボタンを�すと:;モードに�ります。PAUSE PAUSE
「 」を�に�してから、「 」を�すと、ステップモードになり、「 」を1 � すûに、<=データを�PAUSE START START
に�めます。 「 」を��すると、:;モードに�ります。PAUSE
「 」モードの�、_`は「 」を�すか、また「 」��したときに�rされます。PAUSE START PAUSE
「 」ボタンで、いつでも� できます。STOP

Excelシート�のカーソルの~Pを��させます。

１つJのノードのLMÌÍを、0éの"¤ノードのÌÍに¼てコピーします。

<=Dと��に、�M����もExcelシートからaりbむ��にチェックします。 ����Dは、<=Dの 1つ
&の£にLMします。 (Jページßà)

�ステップの�M����が�`����の��、その��をLMします。 「 シートから」にチェックを�けExcel

ると、このLMは'(されます。LMDの��は3600�です。この�に「0」のLMも)Xですが、�*の�úの�

���は、_`をrわない��で+ 0 /�,�です。 また、リードバックによる@C・@Fのどれかの_`にチ1

ェックをつけた��、+２ /�,�になります。

LMされたÌÍを¼て�.¹び0bをします。

�Mの�り�し � をLMします。¼てのデータの�Mが©ªしたら、スタート~Pに�り、���り�し�Mを
rいます。 ��しの��は250 ですが、_`DのLMがExcelシートの&1に23すると��します。

�M からの46��もExcelにaりbみます。ON

マルチメータなどの	
_`§のデータも��にaりbみます。(ØÙは�8ßà)

Excelシートの"¤を9:えます。

	

�と��して�M� を�める��にチェックを�けます。「_`êë��」のLMDは��に�

Xします。ØÙは�ページをßàください。

PIA GP IB4830 -の アドレスを·`します。
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リードバックによるそれ ぞれの_`Dに=して�M��ÌÍを·`できます。 それ ぞれの_`>¦に

�?D/�?Dの@ABCをLMし、そのBCを	れた��、その�Dで<=� をp�ïに©ªしま

す。 ��の��は、その >のE`は'(します。 これらの©ª E`は、リアルタイムにFGするわけで

はありません。LMされた�M����ごとの_`Dに=して、E`がrわれます。 また、 E`をする

�>¦は、|ずその_`>¦を に·`しておく|ãがあります。ON

DC@BOPのモード�rをH�して、<=� を����させることができます。

「 モード」への�rCC

「 モード」への�rCV

��ÌÍがIJしたとき、そのKA"¤をrなう|ãが'いならチェックを�けます。

ノードqにr���のstuvをwMします。

	
_`§の_`LMに=しても�M� の��ÌÍを·`できます。

1¡から5¡の	
_`§をÐÑし、それぞれに��ÌÍをLMします。 	 
_`§の��、

Onが の��、On�のDに=しE`がrわれます。ON

	
_`§の��ÌÍの��、1つの��ÌÍでもH�すると¼てのノード�Mを��します。

yz{|にJ}してr�"�を~める。

+,#$H-1の#$Jに\して!178を&なうことができます。 「 �	

"ttÈ」の「+,#$Hから」にチェックをËけることにより、!178を

&なうことができます。 チ ェックのËいていないÌÍからチェックをËけると

ÎÏÐÑがÒÓされます。 � 	78のトリガ��を「しきいJ」の�	と「

Ö�り」「ÖÎり」でq$します。 し きいJは、+,#$H-1の×Øが にON

q$されている��は、×ØÙのJです。

Ú!178をÛ&するためには、「+,#$Hの��」にチェックをËけ

1_Üの#$HをXYにしておくÞßがあります。

	
_`§-1

LM
�

DC@B�MD

しきいD

+,#$H-1による�	!178�

	
_`§-1がマルチメータの��、��
�

が @CでLMでされてくるならQF@C_`DC

に·`します。 リ レー�Mの�は、RS_`に

·`します。

DC$�r�のノード�のJK�について。

ノード5とノード6をáLして、2つの �	を!"&なった��、2つの�	はÎÏのように± åæのバラツキがéêしますから、ごìíDC 100ms

ください。

ノード5の�	

ノード6の�	は、ï± のabでバラツキます。100ms
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pノードに�	����をq$します。ここでq$した����をS�すると、そのノードは�Ùに�	したJをðsしたまま、それñòの

�	J� は&なわれなくなります。 ま た、「ôõ"�	 」のöにチェックをËけることにより、����をS�した"÷で、そのノードOFF

の�	を にすることもできます。 「 ����で、øてのノード�	を��」にチェックをËけた��、どれか1つのノードが����をùOFF

たした"、øてのノードの�	を��します。

チェックを�けると、どれか1つの��ÌÍをH�すると、¼ての�Mをî<��します。



yzLM�マルチメータ�のwM��( )

	
_`§とは - でパソコンとâ;されている|ãがあります。(�i)GP IB

	
_`§から«られてくるデータのフォーマットは、 であり、Y�のデータの��(Max10[)、データ�はコンマで\9られている|ãがASCII

あります。

s)	
_`§からのデータaりbみは、¼ての_`§との]
を��するものではありません。

もし、	
_`§からデータを^けaる�、クエリーコマンドをIJに«
する|ãがある�、ここに«
する
クエリコマンドをLMします。ほとんどの��、��で です。OK
もし、マルチメータが コマンドcdのものでしたら、��のコマンドのどれかが��されます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

	
_`§のデータ^
�にトリガが|ãな�、チェックをつけます。

	
_`§の - アドレスを·`します。GP IB

�りbんだデータに、��Onをrった�、ExcelへLMします。

ExcelへのLMD = ( _`§データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへLMするI>をここにLMします。

��の��、「	
_`§」がLMされます。

_`>?Jに、_`§に«
するコマンドがある��は、ここにLMします。 ファンクションやレンジ9:えのコマンド

をLMします。 ]þは��です。

_`§のデリミタを·`します。]þは、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「tuコマンド」からトリガのÓvをÐÑします。GET TRG

]þは、「 」のÐÑをします。GET

「tuコマンド」をÐÑした��は、トリガコマンドをテキストボックスにLMします。

	
_`§のデータにOnwxをrうときにチェックします。 Y�のデータが^
された��は、その¼ての

データに、��にLMしたOnがrわれます。

ÌÍを·`する	
_`§をÐÑします。

	
_`§を��する��はチェックします。

r���を��し、そのLM/を ExcelへNりQんだ�

スタートJに、IJにExcelシートにLMしておいた<=D

ノード5 @Bの OPのリードバック@Cの_`D

ノード5 @Bの OPのリードバック@Fの_`D

ノード6の@B @COPのリードバック の_`D

ノード6 @B @Fの OPのリードバック の_`D

_`�のスタートからの46��

	
_`§-1の_`D

パソコン GP IB-

	
_`§

â;£

PIA4830 PAS PAS
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